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色盲と進 学 ・就職

東北大学眼科
医学 t惑士 桐 沢長徳

////////11///////11//////////ll//////l////////////l//////l://I////I//////////////////IIIIIIIIII////////'. 

＇ 色盲 （ここでは便宜上色弱も含める）の人々の進学・就職は当人にとっ 目
巨

て重大な問題であるばかりでなく ，社会的にも，もっと多くの人によって
= 

．真剣に，かつ合理的に検討されるぺき問題である。というのは，色盲は
旦

, 100人中 4~5人にも達することから，日本中では少くとも 400万以上の 一
三

［ 人々がこのことで苦しんでおり ，しかも現在まで，社会の人々の目がこれ
言 ．
目 らの人々に対して不当に冷たかったからである。
＝ 
百
.,111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

従来，わが国では，色盲の進学に対して，理科系の

学校は厳しい制限をしているところが多く，しかも最

近は文科系の学校と銀行 ・会社な どでさえも色盲を不

可として採用しないところが増加の傾向にあるようで

あり，しかもその理由が， 多分に当事者の誤解に甚づ

くことが多いことから，この問題に関し，一人でも多

くの人に分っていただきた ＜砲を取った次第である。

進学や就職に関して色盲を不可とする理由はいうま

でもなく， 「色の区別が分らなくては学課の股修や戦

場の勤務に差支えるから」 ということであるが，私が

接したこれら当事者の方々（学校の入学試験委員の先

生方や会社の人事課の方々）の大部分は「色盲者は色

の区別が全然できない」と思い込んでおられるので，
．． 

「従って実際に股習困難な場合が極めて多くあるはず

だ」と決めこんでおられるようである。

痔門家でないこれらの方々が，そのように誤解して

おられるのは止むを得ないことではあるが， これでは

400万に余る色盲の人々にと って誠にかわいそうな話

であり ，極端に言えば不当な人権制限である とも言え

るが，その理由を次に述べよう 。

いささか専門的になるが，色盲には全色盲と赤緑色

盲（これを部分色盲ともいう）の二種があり（学問的

にはその他にもあるが，実際上は問題とするにたらな

いのでここでは 省略する），入学試験や就戦の際に問

題になるのはすべて赤緑色盲のことであっ て，全色盲

は極めて少ない上に視力も悪く（たいてい0.1以下）そ
．． 

のうえ眼球震とう（眼球がいつも左右にチラチラ動く）

や羞明（まぶしがる こと）が強いので一見して正常人

と異る ことが分り ，入試や就職の対象にはならない人

々である。これに対し，赤緑色盲の人は目の機能（視

カ，光覚等）の大部分に何の欠陥もなく ，ただ，赤と

緑の区別が常人よ り劣っているだけで，日常生活では

ほとんどすべての色を区別し得るものであり， 背，黄，

褐等の系統の色については常人と全く変らない色党を

有しているのである。ところが，学校や会社の当事者

の方々はこの赤緑色盲を全色盲と間迎えておられるこ

とが多く，従って，色の区別が全然つかないものと誤

解している方が非常に多い。

では，実際に，これらの色盲者（赤緑色百および赤

緑色弱）の人々の生活上の実際は どのようなものであ
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ろうかという点であるが，色盲者自身が日常生活上ほ

とんど不使を自鎚しておらず，また，実際に長年の間

色を扱う戦菜に従事していて，偶然の機会に検査によ

ってはじめて色盲を発見されて自他共に1笠いたという

実例がしばしばあることなど，また，最近は，多数の

ドライバーが自家用車を迎転しつつあるにもかかわら

ず，信号を問迎えて惨事を起こしたということを1姐か

ない事実（この理由の一端については後述する）等に

よって想像することができよう。

とはいえ，私は色盲者の入学や戦業選択を全く自由

にせよという意味ではなく，結諭から先に言えば，「色

盲者の進学や戦業選択は専門家によって充分の指遥を

行うべきではあるが，入学試験の制限として画ー的に

規制することは不可であり，戦場においても不当な資

格制限は行うべきでない」と言いたいのである。その

個々の例については次に述べてみよう。

第一に，小学校や中学校で義務教育では巡学の問題

はないが，この場合も身体検査によって色盲の存否は

明らかなわけであるから，教師ぱ図画の彩色や工作の

色などについては充分に注窪をし，常人と の差がない

かどうかを常に注意することが必要である。軽い色盲

ではほとんど色を間違わぬものであるが，璽い場合に

は緑や赤の色を間迎うことがあるので，教師は色の選

択に際して適当に指迎し，注意を与えてやればよい。

その際も，決して児童に劣等感を与えぬよう，静かに

注慈することが必要である。もともと，色盲といって

も，健常人と異る内容ながら，赤および緑に対する独

自の感党を有しているものであるから，常人の呼称す

る「赤」および「緑」と比較しながら，当人も「赤」

および「緑」の色を区別し，長年の問には日常生活に

おいてもほとんど色を問迎えぬようになるものであり

殊に色盲の程度が軽く ，知能の商い者にとっては周囲

の色の識別に関して常人とほとんど変らぬようになる

ことを理解すべきである。

第二に，高校や大学における学科股習に関してであ

るが，上記の如く，知能の高いものほど，色の区別に

関しても実際上の節害の少ないものであるから，学科

の股習困難ということにはほとんど巡遇しないように

思われる。

一般的常識から言えば，理科系の専門学科のうち，

鋭敏な色党を必要とすると思われるものは化学実習に

おける比色の如き場合であるが，これとても最近はほ

とんどすべて電気的な比色計によって計測されること

が多くなり ，肉限的に比較するようなことはほとんど

なくなっている。また，たとえ肉限によるとしても色

盲に区別困難な色調は赤と緑であり，このような系列

の比色は実際上あまり問題とならぬようである。また

化合物の呈色反応や岩石，金屈，動植物の色調の比校

組織や微生物の標本の染色等については前に述べた理

由により，たとえ多少の困難はあっても屈修不能のよ

うなことは起こり得ないように思われるが，これに関

する系統的な野門的な調査が行われたことを聞かない

現状である。このことは逆に，実際上問超となったこ

とがほとんどないことを示すものではないだろうか。

実際に理科系学校の色盲者入学に関する規則を調査

してみると，東京大学のように全く制限せぬ所もあり

また極めて厳重に規制してある所も少なくない。しか

し，よく実状を 1姐いてみると，その根拠はなんら厳密

なものではなく ，中には規則害だけで制限し，実際応

森した者については問題とせずに成絞がよければ入学

させるところもある。また，股修上の困難は認められ

ないが，卒業後に就戦先から断わられるので，予め入学

時に規制するのだと，もっともらしい理由を述べてい

る学校もある。要するに，入学不許可の学校でも真に

股修上の節害を認めた上で規則を作っているところは

少なく，大多数は「不許可にしておく方が無難だ」と

いう程度の意味のないものが多い。従って，色盲にと

っては誠に気の毒な規則であるといえる。

次に文科系の課程を考えてみるに，古美術の色彩鑑

定，色彩に関する心理試験等の場合には不適なように

思われるが，これとても特殊な例であり，鑑定などの

場合に，ある色に関しては色盲の方がかえって浴i敏に

区別し得ることも想像され（戦時中，飛行機上からの

迷彩発見に色盲者が特に選ばれたことがアメリカで報
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告された由），

られない。

要するに，特殊の場合には，

ケースも考えられるとしても，

不能な学科課程があるとは断定し得ないようで，従っ

て教育の場である高校，大学から色盲をツャットアウ

トすることには充分に柏重でなければな らない。

ただ，問題となるのは第三の就職の場合である。色

盲が，

ても，

瑞合に不利なことは言うまでもない。また，

が人命に関する場合とか，

能性のある場合には色盲者自身がその戦種を避けた方

が衷明なことはもちろんである。 たとえば，

（汽車， 汽船等の交通機関），

の），呉服屈，塗装戦等である。色盲者の色の識別は

(1) 

(2) 

(3) 識別i!l間の短かいとき（たとえば瞬問的に判断

する場合）

(4-) 

必ずしも全面的に色盲が不可とは考え

色盲者に多少の不利な

色盲であるために股修

たとえ日常生活では色の区別が可能であるとし

その識別が極度に鋭敏であることを朕求される

この識別

大きな節害をひき起こす可

迎転手

画家（絵具を用いるも

色面が非常に小さいとき

色の鮮明度の低いとき（たとえば信号の色の暗

いときや， 雨，雪などを通してみたとき）

赤 ・緑が混在するとき（たとえば苺畑に熟した

実と不熟の実が混在する場合や，

別等）

(5) 

同様の模様の識

鮮fj/]な宵，黄な どの問に暗い赤， ・緑等が混在す

るとき

などには赤と緑を問違い易いものである。従って，

迎転手などになる ことは避けるべきであり，

を得ないことであり，

應してこれらの職種以外のものを選ぶべきである。

ただ，

た

とえ自家用車の迎転には差支えがなくとも，戦業的な

また，多

彩な色彩を常に扱う職種から締め出されるこ とは止む

色盲者自身も職業上の不利を考

この際一般の注意を喚起したいことは，選択

試験の「ふるいお とし」や就戦者をなるべく多く断る

ために色盲を口実にすることの不可についてであり，

この場合は一種の人権無視とも言えることは前に述べ

たとおりである。すなわち高校や大学の入試や（戦前

は有名な中学にさえ見られた），教職員受験資格にお

ける無窯味な規則（全科を教える小学校の教師や，

校などの両工の教師ならば止むを得ないが，数学や体

育の教師などまでを含めた画ー的な規則など），連転

手以外の交通職員にまでも及ぼしている採用規則など

がこれである。甚しきに至っては，銀行 ・会社な どで

「赤字と黒字の区別ができないから」な どという誤解

から色盲を採らぬ所もあり，伝票の色分けが分らぬか

らとの理由で採用せぬ会社もあると聞くが，

いずれも当事者の理解や配應の足らぬことに基づくも

のであって，

る。

たとえ，

色盲者に対しては誠に気の毒なことであ

色盲に不適格といわれる画家でさえも，墨

絵やペン画の専門であれば差支えないわけであり，建

築家にしても，色彩に関係のない部門も極めて多いも

のであるから，個々のケースを詳細に考應すれば絶対

的に不適当な職種は極めて少なくなるわけであり，

の点，戦業選択に際しては色盲者自身がよく戦業の内

容を検討して選ぶことが必要であるばかりでなく，採

用者側でも暖かい理解と合理的な規準を以 って色盲者

の戦種を不必要に限定しないことが紹ましいのであ

る。交通信号でさえも最近は，

と宵（緑でなく）を用いる傾向にある時代であるから

会社の伝票などは，

極めて容易なはずであって，

のために色盲を不採用にする如きは，人間に関する愛

梢と理解の欠如を示すものといっても過言ではない。

以上のことから，

り，

色盲にも見分け易い赤

だれにも分り易い色を選ぶことは

そのようなつまらぬ理由

色盲者の進学 ・就戦の問題はあく

まで職業選択の指祁としての見地からなさるべきであ

一片の無理解な規則によってこれを不当に制限す

ることは教育の意義から考えても避くべきであると思

われ，戦場の側の利益から考えても，

従来，

高

これらは

こ

不合理な規則に

よって俊秀な人材の幾人かを苦しめたり不採用とする

ことは決してほめたものではない。

ややともすれば誤解 ・誇張されてきた色盲の

障害やそれに基づく進学 ・就職の規則をこの際できる

だけ早く改めてほ しいものである。
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肝油の製造について

(2) 肝油の採油法と精製法

今回は，前回述べた原料肝臓からどのようにして肝油が採

取，粘製されるかをお話します。

I 肝油の採油法

1. 炒取法 （煎取法） マダラ肝臓を直接釜に入れ加熱し

て採油する方法で，得られる肝油の色調も涙く ，ごく初期の

幼稚な採油法でした。朝鮮で明太魚（メソクイ）とよばれる

魚 （スケソウダラと同一）からも，この方法で肝油が製造さ

れていたようです。

2. 煮取法 肝臓を釜に入れ，これに水を加え加熱して浮

上する油をくみ取リ肝油を採取する方法で，この方法は煮釜

の改J.込，使用する水の址を多くすることなどによって炒取法

よリ良質の）廿油が製造できます。

3. 水蒸気法 （蒸煮法） ） 1-r-臓に「釘接 25~30ポ` ノドの水

蒸気を 15~20分問通して煮た後， l'浄四して浮上してくる肝

泊1を分］収します。党取法，水蒸気法では得られた肝油の中，

薬用としたのは燕党，党取の際に浮上する油だけで，この浮

上油を粗製肝油 （粗肝油，粗肝臓油）といいます。肝油をと

った残消は木棉袋などに入れ圧搾してさらに油 （圧搾油）を

とりますが，これは工業用油としピタミ 1/A,D原料には使

われませんでした。

図 1. 水蒸気法による肝油の採取工程

蒸煮釜

工学 t惑士清 水 常 一

前記の 1~3の採油法はマダラ，スケソウダラ，サメなど

油分の多い肝臓を原料に用いました。 1931年ころまでは水蒸

気法が肝油の採油法の代表的なものでありました。

その後の変遷

叫埒多品に採取されていたのはマダラ，スケソウダラ，ア

プラザメ，カスベ肝油などですが，薬用にはマダラ肝油がも

っぱら用いられタラ肝油として有名でした。その後スケソウ

ダラ肝袖はマダラ肝油よりビタミ｀ノAを涙厚に含むことがわ

かり薬用に用いられるようになりました。一方肝油の主な有

効成分はビクミンA,Dであることが認められ，それまであ

まり問題にされなかった薬用肝油のビタミンA, D濃度が関

心事となり製品のビタミソA, D猿度が競われるようになる

とともに原料）I刊蔵もピタミ` ノA,Dを多批含むものが求めら

れるに至たりました。 1929~1937年ころに主な魚類のビタミ

ソA, D浪度が調査されましたが，マダラ，スケソウダラ以

外の魚の肝油が実用に供されたのはそれよ り数年後です。ま

た戦前にはビタミンA,D原料として魚頬肝臓が主としてア

メリカに向け輪出されたことがありました。肝油は臭いほど

効くと考えられた時代もありましたが，飲み易い肝油，ビク

ミンA, Dの浪厚な肝油の製造が進められてこれが薬剤や栄

焚剤の原料に用いられるよう になりました。そして水蒸気法

薬用、 ピタ ミンA,D原料

工業用

ピタミンA,D原科とせず
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では含油屈が少くピタミ｀ノA,Di農度の高い肝臓の場合，と 取する方法です。

くに残疸に多祉のビタミソA, Dが残り経済的でないので， (3) 酵素消化法

採油法も変わってアルカリ消化法が登場します。 自己消化法では

4. アルカリ消化法 原料肝臓を破砕機（チョッパー）で 肝臓が充分に消化

砕いて消化罐に入れ，これに移行油を ，10":-'3096程度加え， されないので，別

さらに 1~296の水酸化ナトリウム（カセイソーダ）溶液を にタンバク分解酵

加えて pHを 8~9とした後， 80°Cに 30~60分閻加熱し 素（プロテアーゼ）

ます。すると肝臓は溶解し，油分は乳化状態（エマルジ ョソ）

となって浮上分離しますから遠心分離などの適当な方法で分

取し，このエマルジョ｀ノを水でうすめてシャープレス遠心分

翡刷幾にかけるか，または食塩を加えて塩析することによって

肝油を分離します。この方法は，河合亀太郎博士により発明

され特許となりました。

アルカリ消化法は肝臓の肝油以外の部分はアルカリ廃液と

して棄てるので利用できませんが，肝油は比較的収率よく採

油できることと，設備も簡単なので内外でエ黎的に広く普及

した方法です。 旦豆迪というのは特に含油盤の少い肝臓を処

理するときに加えてビクミソA, Dをこれに移行させるのが

目的で，ビタミソA浪度の低い肝油，魚油，植物油などが用

いられますが，多く用いられるのはスケソウダラ肝油です。

図 2. アルカリ消化法による肝油の採取工程

を加えて消化を行

い肝油を分取する
板屈工湯におけるツャーブレス遠心分雌機

方法です。これらの方法の特長は肝臓のタンパク質やビタミ

ンB群などの水溶性成分を副産物として得られ利用できるこ

とです。

(4) そのほか肝臓に超音波を作用させたり ，高周波電流を

通じたりして肝油を採取する方法も報告がありますが実用化

されていません。

以上を総括しますと，現在工業的に最も広く行われている

のはアルカリ消化法です。また近年は肝臓の完全利用の見地

から溶剤抽出法と酵素消化法が単独または併用で行われ，肝

油を採取した肝臓残分が食品や飼料方面で利用されるように

なっています。

II 肝油の精製法

粗肝油は必要に応じて次の精製を行います。

1- 脱 酸 肝油に含まれる遊離脂肪酸の批は酸filliまたは

酸度で示すのが普通です。酸価が異常に高い肝油は製品とし

三 て好ましくないので，カセイソ ーダ溶液で処理し遊離脂肪酸

~:(-

戸

|水（遠心分経のと を） 1 

シャー プレス遠心分碓槻

iたは1盈析クンク

5. その他の採油法

棄却

(1) 溶剤抽出法 肝臓をアルコールとペソゾールで処理し

て肝油を抽出する方法で，東秀雄博士によって1941年に報告

されています。

(2) 自己消化法 肝臓を適当な湿度に保って，肝臓に含ま

れている酵素の作用で肝臓を自然に崩壊させて肝油を分離採

を石ケンにして水洗して除きます。アルカリ消化法で採油し

たときはこの脱酸の操作を行う必要はほとんどありません。

2. 脱＿臭 粗肝油の臭気が強いときは脱臭を行います。

祖肝油に直接水蒸気を吹込む方法，減圧下で水蒸気を吹込む

方法などあり，また脱臭装慨も種々改良工夫されています。
〇ウ

3. 脱 蟷 肝油には融点の高い油脂 （固体）I旨）が含まれ、
〇 ウ〇ウ

ており通常蛾と呼ばれます。冬期や寒冷地ではこの蛾が析出

して製品がにごることがあります。これを防ぐために粗肝油
〇内

を一5~-10°Cに冷却して析出する固体脂を除くことを脱峨
ロウ

といい，この処理をしたものを特に脱蛾肝油と呼ぶことがあ

ります。

藍

以上述べましたことからも，今日の飲み易い（※次ペー；；へ）
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カワイ肝油ドロップと乳化

「良薬は口に苦し」といわれておりましたが，1940年ころか

ら薬をおいしく服用できるようにと，いろいろな剤型が検討

され始め， 現在では甘味と香料で味つけしたシロップはもと

より，錠剤でもほとんどのものが糖衣を施して楽に服用でき

るようにな ってきました。さらにこの 2,3年来噛んでおいし

く食べられる薬としてベレー， チュアプルクプレットなどが

出現し，米国ではビタ ミソ剤の75%がチュアプルタプレッ ト

の型で出されていると間いております。

カワイ肝油ドロップは，その創製が50年の昔にさかのぽり

ますが，その当時すでに肝油を小児にものみやすいようにと

研究工夫されたカワイ肝油ドロップの発明者河合亀太郎縛士

の御悴業に深甚の敬意を表するものであります。カワイ肝油

ドロップは小児や薬のきらいな方にもおいしく食べられるだ

けでなく，その中に含まれている肝油の主成分であるピタミ

ソAおよびビタミンDが安定しており，また消化吸収が良好

であることが大きな特徴でありますが，このような特徴が生

まれるのはカワイ肝油ドロップの中で，肝油すなわちピタミ

薬学博士 上田文雄

ソAおよびビクミソDが完全に乳化されているからです。

乳化という現象はわれわれが日常の生活を見まわしても天

然 ・人工ともに非常に多く見出だされるもので，たとえば牛

乳，パター，マーガリ｀ノ，サラダオイルなどの食品，ク リー

ム， ローツョンなどの化粧品などいずれも乳化が利用されて

おります。このような乳化の現象およびカワイ肝油ドロップ

における乳化の利用について少し述べてみたいと思います。

カワイ肝油ドロップについては，厚生省で制定された第一

版国民医薬品集に肝油ドロップ (LiverOil Drops)なる名

称で収載されており， 「ビタミ` ノA油または強肝油をとり ，

飴，砂糖，ゼラチンなどを用いドロップとして製するJ と規

定されております。この中に記されている飴，砂糖などはも

ちろん肝油ドロップをおいしく食べるために必要な成分であ

りますが，・肝油の乳化を助けるはたらきも持っております。

もう一つ記されているゼラチ｀ノは乳化剤として重要な役割を

持っております。普通，水と油をまぜると直ちに分離してニ

陪になりますが，これを激しくふりまぜると白く濁った乳状

の液となり，この状態を乳化と呼びます。このように乳化さ

※（前ペーシから） 良質の肝油が製造されるまでには多くの苦心 れた状態のものでも，しばらく放置すると，再び水と油に分

が重ねられていることがおわかりかと思います。 れて二陪になりますが，これにある種の物質を加えると，こ

次回は肝油の涙縮法についてお話いたしましょう。 の乳化の状態を長く保たせることができます。この際，加え

る物質を乳化剤と呼んでおります。肝油ドロップを製造する

文 献 （弊社関係） 場合には，油である肝油を乳化剤の水溶液で乳化して製剤と

1) 河合亀太郎 ：肝臓油製造法 特許 95,759(1932) しますが，このとき肝油は非常に微細な粒子として水の中に

〔アルカリ消化法〕 分散しております。そして分散した肝油の粒子は 1つ 1つが

2) 河合（じ太郎 ：ビタミソ含有剤製造法特許94,640(1932) 乳化剤の1似で裂われた状態になっております。このために肝

〔スケ ソウダラまたはマダラ肝油の製法〕 油の直接の不快な口当りがなくなり，また空気との接触が妨

3) 河合亀太郎：濃厚肝油製造法 特許 98,914(1933) げられ，味をよくし，またビタ ミンAおよびビクミソDの安

〔スケソウダラまたはマダラ肝油の製法） 定度を培すはたらきが見られます。医薬品に用いられる乳化

（学術部長） 剤としてはアラビアゴム，寒天，ゼラチ‘ノ，ペクチソ，アル
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ギ｀ノ酸ナトリウムなどの天然のゴム質， CMC(カルボキ、ンメ

チルセルロ ーズ）， MC(メチルセルローズ）などの合成高分

子化合物，その他多数ありますが，肝油ドロップではゼラチ

ン，寒天が多く用いられているようです。カワイ肝油ドロッ

プでもゼラチ｀ノ，寒天を用いておりますが，最近ベクチ‘ノを

乳化剤として用いた肝油ドロップの製造に成功し，特許申請

中であります。上述の乳化剤については，皆様すでになじみ

の深いものが多いと思いますが，この中で肝油ドロップに関

係深いものについて少し説明を加えてみます。

(1) アラビアゴム

アラビアゴムは，アフリカに産するマメ科の植物から採取

したゴム様物質を乾燥したもので糖の 1種であります。無色

か，わずかに黄色味を帯びた透明な惑じの粉末です。古くア

ラビアから輸出されたのでアラビアゴムと呼ばれておりま

す。肝油ドロップでは用いませんが，病院の薬局で肝油乳剤

などを調剤する場合にもっとも多く 用いられております。ア

ラビアゴムの中にビタミソAを酸化する酵素が含まれている

ので，使用に際しては注意しないとピタミソAが分解されて

しまいます。

(2) ゼラチソ

ゼラチソは動物の骨，皮府，靱帯または腱から得られる蛋

白質の 1種であります。無色か，わずかに黄色味を惜びた透

明な感じの粉末ですが，市阪されているものにはこのほか板

状，粒状のものもあります。古くから中国の本草の杏物に止

血薬として記載されておりますが，現在では医薬品として乳

化剤，カプセルの原料などとして用いられるだけで，多く写

真用，ゼリ ー，アイスクリームなどの嵌子用に消毀されてお

ります。ゼラチンのアミノ酸組成はグリ、ンソ 25.596, アラニ

ン8.796,バリソ2.59,る， ロイツン 3.2%, イソロイ・ン 1/1.4 

%, 、ンスチソおよびッステイノ` 0.196メチオニ;.,1.096, フ

ェニールアラ ニン2.2%, プロリ 1/18.096, ハイドロオキ、ン

プロリ 1/14.1%, ゼリ 1/0.496, 7, レオニ 1/1.9%, チロシ’

ソ0.5%, アスパラギ‘ノ酸 6.6%,グルタミ‘ノ酸 11.496, ア

ルギニ 1/8.1%, リジ`ノ4.196, ヒスチジン0.8?6であると

報告されておりますが，栄狡学的には不完全蛋白質でありま

す。水を加えると 5~10倍掘の水を吸収して膨潤しますが，

これを温めると粘闘な溶液となり ，冷すとゼリー状に固まり

ます。

(3) 寒天

寒天は涌藻のテ｀ノグサ，オニクサ，ヒラクサ，オゴノリな

どから得た粘液を凍結して，脱水乾燥したものであります。

市阪されているものには粉末寒天， 糸寒天 （細寒天），捧寒

天（角寒天）があります。糖の 1種で主としてガラクトーズ

からなっております。古くは乾媒する前の海藻の粘液をトコ

ロテンとして食用に供しておりましたが，現在では寒天とし

て食用に供するものが多く，医薬用としては便秘の内服薬，

オプラートの原料，細菌用の培地として使用されておリま

す。

(4) ペクチン

ペクチンは柑橘類の果実あるいはリンゴの皮の部分から得

られる糖の 1釉であります。主としてガラクチニロ ン酸と呼

ぶ糖が梨まってできております。やや黄色味を帯びた粉末で

医薬品用，食用の 2稲の規格のものが市阪されております。

ペクチソは水への溶解のしかた，ゼリ ーの形成のしかたなど

に特別におもしろい性質を持っており，またその利用方而も

多岐にわたるので，あらためて詳しく説明することにいたし

ます。

これらの 4種が内服用医薬品の乳化剤として多く用いられ

ているものです。内服用として使用する場合，臭・味が悪か

ったり ，粘膜を刺激したり，副作用のある ものは使用できま

せんが，これらのものはそのような心配はなく， 日本薬局

方，米i苺i乱民医薬品集に収載され規格も定められておりま

す。また，これらのうちゼラチン，寒天，ペクチソが肝油ド

ロップに用いられますが，乳化剤としてのはたらきのほか，

ゼリーを形成するはたらきもあり ，肝油ドロップを製造する

場合非常に有利に使用できます。

これらの乳化剤を用いて乳剤をつくる方法はいろいろあり

ますが，その要領はご家庭でマヨネーズを作られるのと同じ

です。マヨネーズの場合，サラダオイルに卵の黄味を加えて

激しくかきまぜますが，このときは卵の黄味が乳化剤として

のはたらきをしております。肝油ドロップの場合も，肝油に

乳化剤の水溶液を加えて激しくかきまぜます。以前はこのか

きまぜ方にコツがあるなどといわれたものですが，最近は機

械化され人力にたよることもなく ，よい乳剤ができるように

なリました。

次号では乳化された肝油の利点などについて紹介してまい

りたいと思います。

（研究部長 北野方工場長）
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ささやかな健康教育報告書

広島県御調郡向島中央小学校長 力J+力」第〔 昧ミ

〇 鎚唄•関係職員 ( 7 名）

第1章 向島町上向島中央小学校

向島町は内悔随ーを謳われる風光明,,目な尾道市と一苑幣水

を隔て，その南に相対し，人口 18,000,密度 890人を有す

る県下の雄町として造船，果樹を始めとする換金作物殷産加

工などを以って盛んな経済活動をする一方，秤後の高見山に

は四基のテレピ塔が夜空に映えて絶骰内浦探勝の映趣に一／曽

の美を加え観光尾逍に千金の価を附加している。

中央小学校；まその名の示すように向島町の中枢部を占める

地区を学区としてもち，小学校6校中紋も規朕の大きなもの

であ り，在藉950名は他の 5つの学校をかなり の差をもって

抜いている。

四棟二1荘建ての校舎と本館 ・購韮は，小丘の上に前方尾道

港 ・日立向島工瑞乃グレソを望み後方に密朴lの花咲く丘を控

えて輝かしい初等教育90年の歴史をつつんで，城砦のごとく

その姿態をi'浄かに樅えこんでいる。

第2章健康教育要論

教育とよぶからにはそれが意図的計画的であることを要す

る。わが校の教育目槻は次のとおりである。

人 間味豊 かに

る

す

拓
る開

あを

が己るる

る塊自ああ

す気てがで

好のつ力康

愛袷も耐撻

を積を忍が

労主念い身

勤自信強心
,．』

I 県費戦員 28名I町翌職,,名ー］
〇校長 1 ◎紅旺 l

内 〇教 頭 1 0屯務員 2 

訳 〇教諭 25(男11女14) ◎淵JJ]暉 5

◎餡護教員 1 0用秒環 l 

〇 特別教育活動と保建部活動 (JO部会の中から）

部 名 児 滋放

体 育 部 34 

保 健 部 34 

給 食 部 35 

〇 クラプ活動 (14クラプの中から）

クラプ名 児 菰数

社 会ク ラフ・ 35 

体育クラプ 39 

調理クラプ 34 

職員数

?
1
2
3
 

戦 員数

2

2

2

 

今日，子が親を凌ぐ発育をとげて，いかにも頼もしい風漿

をしばしば路上で見受けるのは，平均寿命の短いことで有名

であ った我が国が，10年以上の延長長寿をみるに至ったこと

とともに極めて喜ばしいことである。

しかし，これらのことが，どのようにしてもたらされたか

についてし細な分析をすれば， 手放しでは喜ばれないものが

あるのではなかろうか。即ち自らの強い自槌から結果したこ

とより ，むしろ他国から また他人から， そしてまた現境の 目

にみえない勢に促されて，育児や保健衛生や食品栄旋の改良

や流通機樅の影密などで，自らそういう結果を生んだという

ことが， 一つの大きな源泉にな っていることを否定できない

ように私には思われてならないのである。

そこで私たちは，ムードによる健康増進ということでなく
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意図的， 目的的なプログラムによる教育という仕事を通して

一人でも多くの者が自分の支えという型において，健康生活

の実践者となることを考えていきたいものである。

そこで，わたしの健康教育を貫く柱として考えるものは次

のものであり，すべての施策はこの具象化に外ならない。

〇 計画的である こと （人間像との結びつきを強く）

〇 妥当性のあること

〇 科学的である こと

0 個性的（即地的）である こと

〇 継続的で前進性ある こと

〇 社会的であること（地域に影唇を与える）

〇 心理的配慇に立つこと

このような学校の意図が，具体化された健康教育の方法と

して児童の前に姿を表わし，そして，それらがきびしい実践

や知識技能となる過程での鋤きかけが，かれらの生命尊重の

切実惑や健康生活への幸福惑として，内に強い目覚めを育て

て，かれらの自覚ある意志を持った健康者になることをこそ

念願してやまないのである。

上にのべた七つの柱をめぐる具体的展開の幾つかについ

て， （全体を語るスペースもないので），ややくわして説明を

したい。

（イ） 健康教育の範）府は，教育目標の人間像を支える一つの柱

強くたくましくの中核的存在として学校教育に確実に位慨

づけられている校務分掌や，部会活動， クラプ活動などの

特活において，教師も児童も，給食部 ・保健部 ・体育部・

社会クラフ． ．体育クラプ ・調理クラプなどの機描にはまり

こんで計画的な活動を期待されている。

（口） 学校給食は学童保健の上に大きな貢献をしていることは

言を要しない。本校は町内唯一の市街的漿落をしていて，

耕地に乏しく食糧の自給など思いもよらぬので，戦後の食

糧難時には悲惨な食生活をしたものが多く，児童の体位も

他に比べてかなり劣性であった。

S23. 12, ユニセフ給食を始め， S24. 12, ミルク給食

的影響度が高かったことが買われたものと反省している。

献立表を家庭に配布して昼食と家庭との糀理の重複をで

きるどけ避けた。家庭の調理が少しでも この刺戟で関心が

高まり内容が充実することを望んでのことであった。

次の段階として，頭で判っただけでは不十分なので，夏

休みを利用して学校給食の基本的献立について調理の実習

のための講習会を行ったところ，意想外の会員が集り，大

きな効果と関心をよび起こすことができた。

これが機縁とな って，地区婦人会員の間に料理熱が高ま

り，現在では婦人会の組織する料理グループはほとんどの

地区にでき，本格的な実習なども盛に行なわれ，家庭料理

の質的向上には見るべきものがあるようになっている。

衿 向島には柑橘類が多く，みかんの花咲く丘は幾重にもっ

づいている。

また周囲をとりまく内海には魚族も多く，海藻類などの

挫殖が大いに開拓せられ，また尾道 ・ 三原 • 福山などの都

市を控えての薩菜類の栽培もかなり なものがあるので，こ

れら郷土産業をうまく ，給食に活用して学函保憔に資する

ことは言う までもないことである。

昭和38年 7月の学校給食献立表（抜すい）

7月3日（水） 7月4日（木） I 7月5日（金） 1 I 
.,,.、．.,,.、． ン／ ,,,.、0 ,,,.、0 ン/ / ~ 

1コ 1コ ン／ ノミ ン' 1コ

ン・' の~ じ 1切 ソ. 鯨肉 60 ；ヽマカロニ 10 
ミ
でんぷん 5ミ しょうゆ 6 Iレ じゃが芋 50 

Jレ

ク 油 6 Iレ生姜 1 ク. キャペッ 30 
ク

鰺 ソース 10 • 砂糖 5 マ にんじん 10 
の か

ヨ

龍
キウリ 40 

ん
油 2ネ ソーセージ 10 

田 若布 1ろ こんにゃく 10 
I 
たまご 10 
ズ

あ
にんじん 5 煮 にんじん 15 サ 油 1 
げ づ ラ

轟
ソーセージ 10 け じゃが芋 70 ダ

マヨネーズソース12

酢 2マ 油 2 コ・酢 1.5 
和 砂糖 3 I 煮干 1 コ 砂糖 0.7 
え I 

しょうゆ 3 ガ 砂糖 4 I. レ グルタミン 0.1
肝 リ
油 塩 1.3 ン／ しょう油 7 肝 塩 3 
セ・ 油

リ
グルタミン 01 マーガリン 1ケ セ・ ココール 1コ

1肝油ゼリー 1粒 リI 肝油ゼリー 1粒

を毎日実施，更らにS27.5, 郡内の トップを承って完全 おご ・ のり・ひじき ・ わかめ • あおさなどの海藻類，み

給食を実施して今日に至っている。 かん ・なつみかん ・桃 ・びわなどの果物，にんじん ・じゃ

その間S33年度給食優良校として県教委表彰を受け，翌 がいも ・かんらん ・トマト ・きうり・小菜など郷土のもの

年には給食優良校として全国表彰に輝いている。 が季節々々の食膳をにぎわしている。

これは，地域がその必要と効果を認め，進んで施設設備 (~ 学童の保健のためには，学校給食の料理に隔日に肝油や

を盤えてく れたことも忘れてならないが，その内容と社会 ココールを 1個ずつ補給して栄養の十全を願っている。ま
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た，夏休み，冬休みなど長期に亘って（木業するため，授業

日のよ うに脆った中食をとる （みんなが）わけにいかない

ことを考應し，かつ，暑さや寒さからくる身体保健を考え

て，栄旅の有ll給をする必要を斬感し， 「罐入Jl千油ドロッ

九の服用を勧めているが，結果的によいことが認めら

れ，夏休みなどにおいては9096に近いものが希望によって

購入している。

発達過程別給食指禅カレソダーの教室掲示

説明

●⑪は掲示する月

●楔語を書く

（その月の指i祁月牒）

●適当なところに内容に即した絵を入れる

指函目椋を示す椋語的なものの参考例

訳 低学年 (1,2年）

4 Iたのしいきゅうしょく
5 おさらをだいじに
I 

商学年 (5,6年）
I 

みんな楽しくぎようぎよく

食器のとりあつかいをじょ
うずに

（ホ） 瀬戸内海沿岸特に漁港のある地帯はトラコーマの猥猥が

あって，よく問題視されていた。私の記磁では，尾道市は

全国一というありがたくない烙印をいただいていた。ごた

ぶんにもれず本校にも罹患児施がすごかった。 Sl7年に

はその数48.296という葱異的なものであった。

20年問ずっと継続された撲滅工作が見事に功を奏した結

果， S33年から急カープに少くなり ，S37年には跡を絶つ

に至っている。

これは不潔病とも言われるので，家庭生活の向上という

ことも無視できないのであるが，学校特に捉談教只の企画

のよさと情熱と努力によるところが多い。

一般校医外に，当局を説いて眼科専門医の出張治療と指

函に成功したことと，倦まず休まず10数年を継続したこと

の賜である。

（へ） 次ぎに，栄殺と学業成紹についてふれる釈りで一応の調

査はしてみたが，これは再門的な知識のないわれわれと し

ては，極めて難問題で意見をのぺる男気をもたないが，次

の貰料について，各自でいろな角1虻からお考えいただくこ

とで毀任をのがれさせていただきたい。

栄殺と学業成紹 (950人,,,から無差別抽出した）

学叫検査人叫学業成絞 1 栄者t状況

I男女憤]玩 |耐|六 層号I可臼
1 15 • 15 2 i 8 7 i 6'6 i 1 ・i 4 13 i 11 2 : ・ 
：，！：：、

2 20 20 5: 7 7 : 8 8 : 5 4 : 3 13 : 15 3 : 2 
: : : : : : : 

3 20; 20 3 : 8 10 i 9 7 : 3 2 : 2 16 : 14 2 i 4 
: :' : : : : 

4 22:21 4:510:9 8:7 5 : 5 17: 15 • : l 
5 21 i 22 6 i 2 11 ! 12 4 ! 8 5 i 1 14 i 18 2 i 3 
6 22 i 22 s l s 10 i s 1 i 6 g ¥ 1 13 ¥ 13 . i 2 
計 120! 120 —25 : I 38 55 i 52 40 I 30 25 , I 22 86 • i 86 9 j 12 
-総計 240 63 -107 -70 47 -172 1―21 -

30-l 28. 1 

20 

トラコーマ年次男lj被患状況調査I -
20. 9 20. o 

21. 3 I→•―、J
19. 5 
.........i.. 16. 8 

10
%
 

しかし，栄毅状況のすぐれた子供は，長い教職生活を通

じて観察してきた結果を総合して，その一般的領向として

次のような特徴的なものを具えているように思われる。

0にこにこして明るい

0人ずきがする

〇どことなくふんいきを明る＜する

〇快活である

〇社交的である

〇活動的である

〇注意力がある

0粕力的である

〇集中力がある

〇意志的である

〇虹徹力がある

（卜） 健康教育に対する児蛮一人一人の意欲が先行することの

大事なことを力説したが，それを日祁教育の楊でどのよう

に再緬成するかは重大なポイソである。

本校では，このような意図を具現することについて特別

教育活動のはたらきを通して部活動，クラプ活動における

児蛮の自主的な保健 ・衛生 ・栄挫面での活動を促進する用

意を怠らないことにしている。

1113 

"'11 26 21 I 28 29 I 3 o 31 声
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謳
受 験指導と栄養

東京都九段中学校教諭 屑［叫ミイ変・ 丈＜蘭〖

受験—指母する教師にとっても，また指媒される生徒に

とっても，やはりそれは一応越えねばならぬ節壁です。三年

生の担任になると，何度経験しても，「ことしはたいへんだな」

と，そのつど思うのです。もちろん，それは，指邸の．難しさ

とか，汽任の重さ-周囲の不当な期待に反発を惑ずること

はありますが一ーだけを考えるのではなく，その指森に付随

して起こる種々雑多な繁忙さのゆえもあります。が，とにか

く，学習計画，補習の実施，テスト，生徒個人との面接，父

兄との懇談など，次々と仕事を処理していかなければならな

い上に，生徒数の増加，辿学希望者の増大で，いよいよ狭き

門になりつつある進学の状況を顧るとき，贋の荷の煎さを感

ぜざるを得ません。

受験指森とは，はっきりいって，それぞれの個々の生徒を

希望する学校，適性に応じた学校に合格させるための指群で

しょう。社会のもつ矛盾，学校制度上の問題，教師の夢， 人

格育成の話はしばらく措きまし ょう。 「浪人したら困る」 と

いう，父兄，生徒の不安は大きいようです。ですから，私た

ちは，とにかく進学希望者の全員（可能であれば）を，まず

いずれかの席等学校に合格させようと努力するわけです。私

たちの力が，それをどれだけ可能にするかは別として，一応

の指迎計画は，中学校の三年問を通して作られます。

本校は東京都の真中，千代田の一角にありますので，ご承

知のように校地のたいへん狭い学校です。昼（木み，放課後に

なると，校庭に遊ぶ生徒ぱ，そのちっぽけな空問を埋めてし

まいます。そういう学校なのです。だが，それでも，それな

りにスポーツは盛んなほうです。←~東京都全体のレベルか

ら見れば，まだまだ中以下だとは思いますが―。

本校の教育方針は，体力の錬成をその目楔の一つにしてお

り，全校生徒参加のマラソ｀ノ，強歩大会とともに，狭小而梢

を最大限に活用した運動クラ プ！附係の活動は， 現状において

は一応の成果を収めていると考えられます。夏季施設の辿泳

などでもそうですが，木校創立の初期のころの不屈の根性を

殺うという指涵は，やや移り変わりがあったとはいえ，やは

り，いまだ多少なりとも残っているようです。つまり，本校

の教育の方向は，保偲体育指涵面の充実による生徒の健康管

理と心的成長過程を重視しての生活指羽を両輪として，その

上に学習指禅を釈み重ねることにあったわけです。いうまで

もなく，それは常に努力の段階にあって，満足すべきものが

得られたということではありません。

私は，受験指袢1)中心が，あくまでも学力の旋成にあると

は思いますが， 学ブ）（狭い意味でけ っこうです）というこ と

に心を郭われるあまりに，ただ机に向かっての勉強を強調し

がちになる傾向：こは疑問を惑じます。ただ，座して本を!Jflけ

ばVヽ いというものではないでしょう，疲労の重なったまま勉

強を続けようとしてもそれは不可能ですし，またそれに耐え

得る健康と意志の欠如する者にとっては，そのよ うなやりか

たはマイナスを残すのみです。クラ プ活動をしてはいけない

とか，撚にも通わせよう，家庭教師もつけよう，とにか く点

数を取らせなければ，というような考えだけではどうかと思

われます。依頼心の強い，すなわち自主性のない，社会の連

帯観念稀簿な生徒の実例は，そんなところからも生まれてく

るようにさえ思えるのです。

私などは，むしろ，現状は生徒に手をかけすぎるのではな

いかと思いもっと突き放して，自己にうちかつ粘神，克己

の心を養うことが急務だ，強い子でなくては，受験湯ですぐ

動揺するような生徒では， 学力の問題以前に不合格が決定し

てしまうだらう，と，そんなことも考えました。いわゆる根性

の有無がときどき問題になりますが，まったくそのとおりだ

と思ったのです。生徒の学力の向上は，補習授業の時閻の多

在にはよ りません。私たち教師は，与えられた時問の中で，
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自分の能力の限界に近いと ころまでは努力しているのですか

ら，細かい問題は別として，あとは，生徒俯々がやるかやら

ないかにかかっているわけです。

健全な粘神は，貧しい体力，貧しい肉（本から生まれないの

たとえどおリ，やはリ ，大令方の生徒に，適l斐なスポーツ等に

よって汗を流させたいものです。自分自身の健康管理に留意

させたいものです。そして，抑圧されない，自由，奔放な瞬

間が家庭ででも学校ででも与えられたら，なおいいでしょう

l , 2年のうちはまずからだを創れ， 激しい勉強にも耐えら

れる体力を創れ，私たちは生徒に向かってそういってきまし

た。むろん，これはスポーツだけの問題ではありませんし，

生徒個人の注意や根性の問題だけにとどめてお くわけにもい

かないでし ょう。学校の責任，`特に家庭の巽任は大です。

父兄会の//'(;上などで，睡眠時間のことなどがよく話題にな

ります。他康の保持と，合理的な学習という而から考えれば

当然でしょう。 これは，生徒それぞれの学習能力と，勉強時

問，体買，体力に左右されますので一律にはいかないわけで

すが，ほとんどの生徒が，七，八時問程度は哀ているようで

す。徹夜で勉強ということは，もう過去のものとなったので

しょ うか。

も多いし，結局，家庭の関心，家庭での陀慰にまつことにな

りましょう。近く ，中学校でも給食が始められるとはllflいて

"'ますが・・・..'o

つまるところ，受験指麻とはやっぱリたいへんな仕窃だ，

と思わざるを得ません。基礎学力の於成のための綿密な計画

ていねいな指媒 健康なからだを創るための周到な配慮ー一

述動，健康診断，栄捉摂取をふくめて一一，成長期の心理指

祁，強靱な意志を、(.lljろうという精神的な指祁等々，それらの

総合が受験指涵というものなのでしょうか。今後，私は， 家

庭との話し合いの中で，体調の控えかたについて，特にそれ

を話題とすることについて， 大事な意味があると考えていま

す。ことに受験期が迫れば迫るほど， 生徒の精神安定と栄務

補給が問題になるのかも知れません。それがすべてを解決す

片 々 草

また，最近は栄殺と学習ということがマスコミのせいもあ

って問題にな りました。栄務という ことは， 確かに煎嬰なこ

となのでしょうが，保健体育科の授業を担当するものを除い

た私たちの多く は，特にそれに留慈してはいなかったといえ

るでしょう。 「まあ，おいしいものを食べさせたり，疲労回

復剤などを飲ませて，お子さんの体調に気をつけてくださ

V、.Jなどとお母さんたちにいうぐらいで済んでしまったので

淀養と頭脳の働きの関係は，たいへん密接で不可

分のものであるというような話にはやっぱり典味があるので

す。だが，

座談のうちに，そんな話題を生徒にも提供することがあり ま

した。「頭のよくなる本」 （林繰著） が出たリ ，

効用が，

ビクミン剤の

ラジオ ・・ 雑誌などでも取りあげられたりしてく ると

改めて考えてみなければいけないような気にもなります。家

庭の経済状態と生徒の学力の相関なども考えられるようです

か ら ••…•。中学生は学校給食も ありませんし，中学生のとる

中食 （弁当）の栄裕が，小学校の給食よりも劣るなどという

ことを聞いたりしたのでなおさらです。生徒の偏食に関する

指母などは中食の時間に行なうこともありますが，登校途中

で買ってきたパン2~3個だけを食べてすましてしまう生活

るわけではないのですけれども••…•。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

＊ サンマかでるころはアンマか泣< i 
夏まけは夕‘ノパク質，脂肋， ビタミソA,B,, B2, C : 

などの不足によるもの，食欲の回復によ っ て身体も•ン I
ャンと立ち附る秋を，サソマの季節にこじつけたもの i
だが，サ‘ノマの食品価値はこじつけたくなるほど泊ivヽ ；

サ‘／マ肉 lOOg(大きいもの一尾） ； 

クソパク質 20g ビタ ミソA 120 I. U. 1 

脂肪 14g " n, 0.05mg l 
11 B2 0.10 mg j 

ほろにがい内脳にはビタ ミソB,,が多 く，翁」(Jlぎみの ；
ご励人におすすめしたい。サソマの内臓をよけて通る i
なんてもったいない話である。と，女子栄裕大学松iill1 
教授のおことば。 （栄毅と料理9月号） • 1 

~ 
漫画家宮尾しげを氏の健康法 （週問朝日） ； 
0 歩 くこと

0 あくせくしないこと

0祉JI祈大敵とは，油が切れると病気という大敵がくる ；

意である。と，油を礼校。 ： 
0 腹巻きはやめた。同愛病院長三沢先生の次のお説を ：

麟 してであるという。 ［ 
“へそは呼吸して腹の調節をするものであるのに， ； 

腹巻きで呼吸をふさ ぐのはよくない" 1 
0 行竹の汁をのんで禿頭にうぶ毛が生えたともある。 ； 

うぶ毛でもと渇仰される方はお試用になってはいか i
が・・・・..。 （紺災係） i 

... …............................... ………................ …............................... ◆●●● ： 

＊
 

••••••
•••••
•••••
•••
••••
••••••••• 
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1 肝油の薬効 」1

1782年にマ｀ノチェスターの病院で外用として使っていた肝

油を患者が間違えて飲み，その効果に気づいたのが肝油を医

薬として使用した始まりだと古い本に害いてあります。その

後次第に肝油の薬用価値が認められて19世紀の半には欧洲全

般に普及するにいたりました。

肝油が栄挫不良，クル病，結核などに，また外用として創

傷 ・火偽に対して卓効がある理由について古来さまざまな説

が称えられてきました。最も古いのは1836年に肝油中にヨー

ドが発見されて，これが有効成分だといわれ，ついで微祉に含

まれる有機塩基に基づくものだと説かれ，さらに1895年に肝

油が特殊な脂肪酸をもっていることが明かにされて，肝油の

効果は微批成分によるものでなく油自身が栄挫的に優れてい

るためだとの説が現われました。

今から約半世紀前ビタ ミン学説が誕生して1913年にA,つ

いでDが肝油の中から発見され， 肝油の薬効はビタミソに基

づく との考えに変わってきま した。

かくてA•Dの研究は急速に進展し肝油から A, Dの分離

その化学構造の決定となり ，また実際面では大祉の肝油がA

D供給源と して世界的に用いられ，進んで肝油からビタミ｀ノ

の抽出が工業化され，さらに人工的合成にまで発達して今日

に及んでいます。そして古くから広く使用され保健上に多大

の貢献を してきた肝油そのものには関心が蒋らいできまし

た。 このことは近年研究の面でもA,Dに関する研究は無数

にありますが，肝油を対象としたものは非常に減ってしまっ

たことからも知ることができます。

A, Dはもちろん大切な成分ですが，肝油の効果は単にこ

れのみによるものであろうかとの疑問はしばしば説かれてい

ました。最近の化学の発達はいろいろの面で従来見落してい

た価値が再胞識されています。肝油においてもA,D以外の

鋤きについて新しい事実が報告されています。肝油の油自体

は栄挫上不良なものとされていましたが，一概にそうともい

えません。また近来問題となっている動脈硬化に関連して，リ

ノール酸など不飽和脂肪酸を含む植物油が血中コレステロー

ルを低下させる作用があって，動脈硬化防止に役立つといわ

れています。 しかるに肝油には特有の裔度不飽和脂肪酸があ

って，もっと強い血中コレステロール低下作用があるといわ

れます。また肝油中のA・D以外の成分で結核に対し有効な

ものが含まれているという研究が最近発表されています。

近来和散薬の価値が見直されているようですが，見すてら

れた肝油の効果も再検討さるべきものであリましょう。

（農学博士 吉田正信）

"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""'"""""'""""""'""' 

肝油服用効果の調査

元大分県大合郡谷小学校保健部

秦野綾子

流惑で各地方ともに臨休つづきになり，学校衛生管理をあ

ずかる私共は毎朝登校してその日の欠席者数を一番に調べて

とても神経質になります。

肝油を児童に服用させますのに，効果は充分と知りながら

も，自分の手で一度その効果の状態を調爺して見たいと思い

ましたが，私が当校に勤めて日も浅く，まだ子供逹の様子も

充分知るこ とができずに，やっとこの一月にその実態調査を

して見ました。

調査の対象は一カ年以上続けて服用している者を全校まと

めて見ますと96名ありますので，その家庭に各項目にわけて

しらべて見ますと非常．に良い結果が出ております。

毎月平均全校230人位服用しておりますが，このたびは特

に長く服用している者のみ調査しました。

月例の体重測定の結果を見ますと，肝油服用者の方が平均

増加は高く出ておりますが，当校では完全給食を実施してお

り，これを肝油からと給食からのどちらかと別けることは非

常に困難ですのでここでは略します。

また，今度の流惑による欠席状態から見ましても，服用者の

方が欠席率が低いという各学級担任教師の言葉を考えても，

冬には特にビタミソAが私共体内に必要かがわかります。 こ

のように良い結果の出ていることを PTAの方におしらせし

ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
ビクミ 1/AやDが合成されるようになり，天然肝油が．その特有なにお

いのためiこ見捨てられそうな空気に包まれている際．吉田博士のこの一文

は活目すぺきものでしょう。

たまたま．泰野先生がPTAの方々へご報告になりました "}Ff油服用効

果”の調査が手元にありましたので．ご参考までに掲戚させていただきま

す 。（｛系）：

.................................................................................................. 
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その 1 カワイ肝油服用効果家庭調査の結果（調査人員96名）

その 2 カワイ肝油服用者と非服用者との錮虫卵保有の関係図

肝油服用者

の結果

肝池非服用

者の結果

□ v-v~vvv 、, vv~

6月検査

6月検査

あとがき

{ 
$■ 従来，進学や就職にあたって不当な取扱いを受けてきた
5 *色盲ケについて桐沢先生から温い思いやりに満ちた親切

；な啓蒙をいただいたことを惑謝します。

5■九十九先生の報告書では，紙面の都合で費重な毀料の多
； くを割愛し，先生の意図されたことが尽されていないこと
；をおわびします。

i■厚味先生には，進学指禅者としての卒直な悩みを淡々た
（る箪致で訴えていただきました。
~ 
～ゞヽヘ"'-'V~Vへ~-

9月検査 12月検査

9月検査 12月検査

／ヽノヽ~-

l ■なお，箔水栂士の，肝油はどのようにして造られるもの 5
か。上田博士の肝油ドロップの特徴の一つである乳化の問 ？

題について，ともに伐重な解説をしてもらいました。 { 

■吉田博士からは｀肝油の薬効クが最認識されていること くI 
~ 

と，泰野先生の父兄へ通知された‘肝油服用効果”を参考 ｝

までに併戟しました。 ； 
・ 液健原教育“も27号を数えました。よりよいものに育て

るために，現場における先生方の研究，調査，随想などご

寄稿いただきとうございます。採用の分には簿謝を差上げ

ます。 （係）
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